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1 B,4,2(B)

A =

(
−2 2

−10 7

)
について

(1)Aの固有値をすべて求めよ。
λ : Aの固有値とする。
固有多項式 gA(t)の根が λ(固有値)であるので
|A− tE|

=

∣∣∣∣∣−t− 2 2

−10 −t+ 7

∣∣∣∣∣
= (t+ 2)(t− 7) + 20

= (t− 2)(t− 3)

よって上の固有多項式の根は 2, 3

従って Aの固有値は λ = 2, 3.

(2) (1)で求めた各 λに対する Aの固有ベクトルを求めよ。

(i)λ = 2のとき
連立方程式 (2E −A)x = 0の解空間が固有値２の固有空間W (2;A)であるから
この連立方程式を解くと

x = t

(
1

2

)
(∀t ∈ R)となるので

W (2;A) = {t

(
1

2

)
|t ∈ R}

よって λ = 2に対する固有ベクトルは

(
1

2

)
(ii)λ = 3のとき
連立方程式 (3E −A)x = 0の解空間が固有値３の固有空間W (3;A)であるから
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この連立方程式を解くと

x = t

(
2

5

)
(∀t ∈ R)となるので

W (3;A) = {t

(
2

5

)
|t ∈ R}

よって λ = 3に対する固有ベクトルは

(
2

5

)

(3)行列 Aを対角化する正則行列 P を求めよ。
(2)より,dim(W (2;A)) + dim(W (3;A)) = 1 + 1 = 2より行列 Aは対角化可能である。

P =

(
1 2

2 5

)
とすると

P−1 =

(
5 −2

−2 1

)
である。

P−1AP =

(
5 −2

−2 1

)(
−2 2

−10 7

)(
1 2

2 5

)
=

(
2 0

0 3

)
以上のようになって行列 Aが対角化された。

よって求める正則行列 Pは

(
1 2

2 5

)
である。

(4) (3)より

(P−1AP )n =

(
2n 0

0 3n

)
An = P (P−1AP )nP−1

=

(
1 2

2 5

)(
2n 0

0 3n

)(
5 −2

−2 1

)

=

(
5 · 2n − 4 · 3n −2n+1 + 2 · 3n

5 · 2n+1 − 10 · 3n −2n+2 + 5 · 3n

)
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